
交通政策 観光・交流 人口定着 

富山港
と や ま こ う

線
せ ん

沿線
え ん せ ん

地区 
（富山県富山市） 

○ 計 画 期 間 平成 16 年度～平成 20 年度 

○ 面     積 980ｈａ 

○ 交付対象事業費 8,397 百万円 

○ 市人口 410,214 人 

 

 

 

 

 

 

目  標 富山港線を核とした賑わいのあるまちを再生し、観光資源の活用と沿線住環境の向上を図る。 

 

指  標 富山港線が路面電車化され、新駅

設置や運行頻度が高まるなど利便

性が向上するのを契機とし、岩瀬

の古い街並みや歴史的文化遺産を

活用して観光客を誘導し、また沿

線の都市基盤整備により定住人口の増加を図り、それぞれの相乗効果を期待するものである。 

 

事業内容  基幹事業（6,674 百万円） → 道路（42 路線）、公園（6 箇所）、駅前広場（9 箇所）、自転車駐輪場

（11 箇所）、岩瀬案内看板設置（4 箇所）、公共交通まちづくりインフォ

メーションコーナー（1箇所） 等 

       提案事業（1,723 百万円） → 岩瀬修景事業補助（1式）、フィーダーバス運行事業（2ルート） 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山港線の利用者数 3,400 人/日 （H14） → 4,080 人/日 （H20） 

観光客入込数     280 千人/年 （H14） → 336 千人/年 （H20） 

居住者数         50 千人   （H14） →  51 千人   （H20） 

地区概要 富山港線沿線には、岩瀬の古い街並みなどの

歴史的な文化遺産が数多くあり、また、工場や

住宅地が連たんしていることから、路面電車を

活かした賑わいのあるコンパクトなまちづくり

を進める。 

 

ポイント 歴史・文化財と公共交通を活かした

まちづくり 

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

■基幹事業 東岩瀬駅前通り修景整備事業

□提案事業 岩瀬修景事業補助、岩瀬まるごと博物館
岩瀬まちづくり事業（無電柱化）

■基幹事業 岩瀬まちづくり事業
（地域生活基盤施設、高質空間形成施設）

■基幹事業 岩瀬浜駅前広場外９整備事業
自転車駐輪場整備事業（１１箇所）

□提案事業 富山港線路面電車化整備効果把握調査
都市再生整備計画事業評価調査

■基幹事業 牛島城川原線整備事業

■基幹事業 下新線整備事業

■基幹事業 下新西町上赤江線整備事業

■基幹事業 下新町土地区画整理事業
街区公園整備事業

□提案事業 運河周辺活性化事業（運河まつり）

□提案事業 とやまの味覚市事業

■基幹事業 奥田公園整備事業

□提案事業 パークゴルフ場整備事業

■基幹事業 岩瀬大町公園、岩瀬中央公園、岩瀬神明町公園

□提案事業 フィーダーバス社会実験・運行補助

□提案事業 ポートラム・シルバーパスカ事業

□提案事業 ICカード利用拡大事業

■基幹事業 温井公園整備事業

■基幹事業 側溝修繕事業
岩瀬萩浦町港町線、岩瀬天神町３号線、岩瀬
松原町白山町線、岩瀬堺町表町線、岩瀬文化
町表町線、蓮町森２号線、萩浦小学校蓮町線、
城川原５号線、奥田新町湊町線、下新３号線、
奥田下新町１号線、湊入船町８号線、永楽町３
号線、下奥井広田線、城川原２７号線、岩瀬港
町松原町線、岩瀬文化町港町線、岩瀬新町１
区土場町線、岩瀬文化町仲町線、岩瀬白山町
大町２号線、岩瀬文化町２号線、岩瀬新川町大
町線外１線、岩瀬松原町２号線、岩瀬白山町梅
本線、岩瀬文化町新川町線、岩瀬港町１号線、
岩瀬松原町入船町線、岩瀬萩浦町諏訪町線、
岩瀬白山町大町１号線、岩瀬福来町線、岩瀬
新川町２号線、岩瀬祇園町文化町線、岩瀬文
化町１号線、松若町１２号線

■基幹事業 高園町粟島線整備事業

□提案事業 準用河川がめ川整備事業

□提案事業 消雪装置設置事業

■基幹事業
区画街路第３０２号線整備事業

■基幹事業 エコタウン交流推進センター整備事業

■基幹事業 公共交通まちづくりｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｺｰﾅｰ整備事業

■基幹事業 綾田北代線整備事業

■基幹事業 外国語表示案内板整備事業

■基幹事業 岩瀬観光案内所整備事業
（旧東岩瀬駅舎改修）

■基幹事業 ボトルネック踏切の解消
城川原豊田線改築事業（踏切道拡幅）
西の宮森線改築事業（踏切道拡幅）

  第５回まち交大賞（総合賞 まちづくり達成大賞）受賞 

  第１回まち交大賞（総合賞 創意工夫大賞）受賞 
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地区の現況と課題 

 近年の富山港線の利用者数は減少の一途をたどり、併せて少子 

高齢化に伴う人口減少傾向が沿線校区でも見られ、平成７年から 

平成１２年の５年間で人口が約３％減少しており、定住人口の増 

加を促すまちづくりが必要である。また、岩瀬地区は歴史的に価 

値のある建造物が現存する地区であるが、観光客が回遊して時 
間消費できるようなルートが無く、その歴史的街並みに調和した 

街路等の整備の実施が求められている。 

 

 

 

 

提案事業の特徴 

 

岩瀬まちづくり事業 

岩瀬地区は、「岩瀬大町新川町通り町並整備推進協議会」が

策定したまちづくりの基本方針のうち、大町・新川通りを中心

とした歴史的町並みに調和した街路の整備等を（行政が取り組

むべき事項として）実施し、来街者が集まる賑わいのあるまち

づくりを進めることとしている。 

また、伝統的建物の修景基準を作成し、それに合わせた改

修実施者に補助をし、歴史的街並みの保存・再生を図る。 

 

 

フィーダーバス運行事業 

富山港線の岩瀬浜駅と蓮町駅を基点とし、東西方向にフィー

ダーバスを運行することにより鉄道の支線的役割を担い、富山

港線の利用者増加と公共交通不便地域の解消を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

計画策定プロセス 

 

「富山港線を育てる会」の活動 

各校区の自治振興会が中心となった「富山港線を育てる会」と 

いう組織が結成されており、富山港線の利用促進や沿線地域のま 

ちづくりについて意見を頂いているところで、今後ともこの会を 

中心としてまちづくりのあり方を協議していく。 

 

 

 ▲ 沿線人口と富山港線利用者数の推移 

 ▲ 「富山港線を育てる会」の様子 

 ▲ 富山ﾗｲﾄﾚｰﾙとﾌｨｰﾀﾞｰﾊﾞｽの結節（岩瀬浜駅） 

 ▲ 国指定重要文化財 北前船回船問屋森家 
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